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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第44期

第２四半期連結
累計期間

第45期
第２四半期連結
累計期間

第44期
第２四半期連結
会計期間

第45期
第２四半期連結
会計期間

第44期
連結会計年度　

会計期間

自平成21年
10月１日
至平成22年
３月31日

自平成22年
10月１日
至平成23年
３月31日

自平成22年
１月１日
至平成22年
３月31日

自平成23年
１月１日
至平成23年
３月31日

自平成21年
10月１日
至平成22年
９月30日

売上高（百万円） 6,151 6,106 3,049 3,101 11,691

経常利益（百万円） 185 157 146 159 47

四半期（当期）純利益（百万円） 189 29 187 111 4

純資産額（百万円） － － 6,230 6,052 6,044

総資産額（百万円） － － 12,188 12,020 11,525

１株当たり純資産額（円） － － 70.79 68.77 68.67

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
2.16 0.34 2.14 1.27 0.05

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 51.0 50.2 52.3

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
190 112 － － 366

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△148 △1 － － △149

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
77 10 － － △156

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
－ － 1,197 1,261 1,140

従業員数（人） － － 402 390 400

　（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営んでいる事業の内容に重要な

変更はありません。

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成23年３月31日現在

従業員数（人） 　 390

　（注）　従業員数は、就業人員であります。なお、臨時従業員は、臨時従業員の総数が従業員の10/100未満のため、記載を省

略しております。　

(2）提出会社の状況

 平成23年３月31日現在

従業員数（人） 379

　（注）　従業員数は、就業人員であります。なお、臨時従業員は、臨時従業員の総数が従業員の10/100未満のため、記載を省

略しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

　当社グループは、「第５　経理の状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項（セグメント情報）」に記載のとおり、関連

する市場並びに事業形態が同一であることから、報告セグメントは単一となるため、生産、受注及び販売の状況の記載

方法に変更はありません。

(1）貸与能力

　当社及び連結子会社の営業の主力を占める建設機械の賃貸収入に係る貸与資産は、購入及び親会社からの賃借に

より調達しております。

　当第２四半期連結会計期間末の貸与能力の金額は、次のとおりであります。

事業の部門等の名称 金額（千円） 前年同四半期比

レンタル関連事業  　

保有する貸与資産の取得価額の総額 1,522,516 102.9％

親会社から賃借により調達している貸与資産の

取得価額の総額
8,937,995 97.7％

計 10,460,512 98.4％

　（注）１　建設機械の種類は、多岐にわたっているため、記載は省略しております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）貸与資産の購入実績

　当社及び連結子会社の営業の主力を占める建設機械の賃貸収入に係る貸与資産の当第２四半期連結会計期間の購

入実績は、次のとおりであります。

事業の部門等の名称 金額（千円） 前年同四半期比

レンタル関連事業 8,802 51.0％

計 8,802 51.0％

　（注）１　建設機械の種類は、多岐にわたっているため、記載は省略しております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）貸与資産の親会社からの賃借による調達実績

　当社及び連結子会社の営業の主力を占める建設機械の賃貸収入に係る貸与資産の当第２四半期連結会計期間にお

ける親会社からの賃借による調達実績は、次のとおりであります。

事業の部門等の名称 金額（千円） 前年同四半期比

レンタル関連事業 236,590 125.1％

計 236,590 125.1％

　（注）１　建設機械の種類は、多岐にわたっているため、記載は省略しております。

２　上記の金額は、親会社から賃借している貸与資産の取得価額より算出しております。

３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(4）販売実績

　当第２四半期連結会計期間における販売実績は、次のとおりであります。

事業の部門等の名称 金額（千円） 前年同四半期比

レンタル関連事業 3,101,481 101.7％

計 3,101,481 101.7％

　（注）１　総販売実績に対し、10％以上に該当する販売先はありません。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【事業等のリスク】

　当第２四半期連結会計期間において、新たに生じた事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

３【経営上の重要な契約等】

　該当事項はありません。

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社及び連結子会社が判断したものであります。

(1）経営成績の分析

当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、前年後半に急激な円高や原材料高騰により一度は踊り場局面と

なったところから、政策支援の縮小・終了等があったものの新興国の外需を牽引役に回復傾向となっておりました。

建設業界におきましては、全体としては公共事業が削減となり、民間投資も活発化しきらない中、厳しい状況が継続

しております。しかしながら当社及び連結子会社が拘る三大都市圏の内、特に首都圏を中心とした建築現場の増加が見

られ、大型土木工事や鉄道関連工事も継続し、工事現場数としては増加傾向となりました。また、重工造船、電設工事も

順調に推移しておりました。継続していたレンタル単価の下落という問題についても繁忙期における品薄状況から重

機、レンタカー等、一部では価格の下げ止まりが見えて参りました。

人・物・金の三大資源を集中し、当社の強みであるゼネコンへの知名度を活かした経営戦略により、都市部に集中す

る大型プロジェクト工事を中心に確実に受注する営業展開が計画通り進んだ結果と考えております。中古機械販売に

関しましては、円高と新興諸国の需要との間で綱引きが行われているような状況でありました。

東日本大震災発生直後より当社と致しましても社会的責任を果たすべく、震災対策本部を社内に立ち上げ、必要とさ

れる建設機械を必要とされる方々に最大限お届けするよう全社を挙げて努力をして参りました。十分な働きとは言え

ないかもしれませんが、企業理念に掲げる「機械・機器レンタルを通じての社会貢献」を実行できたと考えておりま

す。

　その結果、当第２四半期連結会計期間の売上高につきましては31億１百万円（前年同四半期比101.7％）となりまし

た。内訳としましては、賃貸収入が25億88百万円（同100.8％）、その他の売上高が５億12百万円（同106.3％）となり

ました。

　また、営業利益につきましては、１億73百万円（同119.6％）となり、経常利益は１億59百万円（同109.0％）となり

ました。

　なお、最終損益につきましては、東日本大震災の影響に伴う災害損失30百万円及び出張所の閉鎖に伴う減損損失21百

万円を特別損失に計上し、税金費用を計上した結果、四半期純利益は１億11百万円（同59.2％）となりました。

　今後は東日本大震災の発生により民需の減速が予想され、同様に工事が継続される予定であった鉄道会社関連工事

も現在施工中のものについて工事継続は見込めるものの新たな設備投資は様子見となることが予測される等、先行き

不透明感があります。

　いずれにせよ東日本大震災の復興計画及びその進捗により企業の設備投資計画も流動的であり、先の読みにくい情

勢ですが、当社と致しましては、災害復旧にかかわる重機関連、ＪＲ復旧工事にかかわる鉄道機械関連、原発問題に端

を発する電力不足にかかわる発電機関連をお客様にお届けすることにより、企業として社会的責任を果たしつつ、財

務体質の強化並びに業績の安定・向上に努めて参ります。
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(2）財政状態の分析

（資産）

　当第２四半期連結会計期間末の総資産は、120億20百万円と前連結会計年度末に比べて４億94百万円（4.3％）の

増加となりました。これは、売上債権の増加４億61百万円及び現金及び預金の増加１億21百万円があったためであ

ります。

（負債）

　当第２四半期連結会計期間末の負債は、59億67百万円と前連結会計年度末に比べて４億87百万円（8.9％）の増加

となりました。これは、仕入債務の増加３億41百万円があったためであります。

（純資産）

　当第２四半期連結会計期間末の純資産は、60億52百万円と前連結会計年度末に比べて７百万円（0.1％）の増加と

なりました。これは、配当金の支払26百万円があったものの、四半期純利益29百万円を計上したためであります。

(3）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前四半期連結会計期間末に

比べ３億27百万円増加し、12億61百万円となりました。

　当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果獲得した資金は、２億67百万円（前年同四半期は２億58百万円の獲得）となりました。これは、主

な減少項目として売上債権の増加１億58百万円があったものの、主な増加項目として税金等調整前四半期純利益１

億５百万円の計上に加え、仕入債務の増加１億28百万円及び賞与引当金の増加97百万円があったためであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は、２百万円（前年同四半期は51百万円の使用）となりました。これは、主な増加項

目として長期貸付金の回収による収入１百万円があったものの、主な減少項目として有形固定資産の取得による支

出３百万円及びシステム開発に伴う無形固定資産の取得による支出３百万円があったためであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果獲得した資金は、63百万円（前年同四半期は82百万円の獲得）となりました。これは、主な減少項

目として社債の償還による支出６億66百万円及び長期借入金の返済による支出50百万円があったものの、社債の発

行による収入７億89百万円があったためであります。

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(5）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等

について、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はあり

ません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 120,000,000

計 120,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年３月31日）

提出日現在発行数
（株）

（平成23年５月13日）

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協
会名

内容

普通株式 87,733,362  87,733,362

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

単元株式数

100株

計 87,733,362  87,733,362 ─ ─

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成23年１月１日～

平成23年３月31日
－ 87,733 － 1,167,551 － 165,787
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（６）【大株主の状況】

　 　 平成23年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

西尾レントオール株式会社 大阪市中央区東心斎橋１丁目11番17号 73,658 84.0

コマツ建機販売株式会社 神奈川県相模原市中央区淵野辺２丁目５番８号 2,647 3.0

サコス共栄会 東京都品川区東五反田４丁目５番３号 1,251 1.4

サコス従業員持株会 東京都品川区東五反田４丁目５番３号 1,157 1.3

株式会社損害保険ジャパン 東京都新宿区西新宿１丁目26番１号 377 0.4

大阪証券金融株式会社 大阪市中央区北浜２丁目４番６号 356 0.4

伊藤忠建機株式会社 東京都中央区日本橋本町１丁目６番５号 280 0.3

ピー・シー・エス株式会社 相模原市中央区田名塩田４丁目19番15号 254 0.3

谷本　隆路 東京都江東区 200 0.2

宮下　英弘 千葉県柏市 125 0.1

計 － 80,306 91.5

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成23年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 －　 － －

議決権制限株式（自己株式等） －　 － －

議決権制限株式（その他） － －　 －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　　 100 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　87,732,300 877,323 －

単元未満株式 普通株式　　　　 962 － －

発行済株式総数 87,733,362 － －

総株主の議決権 － 877,323 －

　（注）　「完全議決権株式(その他)」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が700株が含まれております。また、「議決

権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数７個が含まれております。

②【自己株式等】

 平成23年３月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

サコス株式会社
東京都品川区東五反田四丁目

５番３号
100 － 100 0.0

計 － 100 － 100 0.0
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
10月

平成22年
11月

平成22年
12月

平成23年
１月

平成23年
２月

平成23年
３月

　

最高（円） 119 101 109 101 137 155 　

最低（円） 86 81 86 87 87 99 　

　（注）　最高・最低株価は、平成22年10月12日より大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）におけるものであり、

それ以前は大阪証券取引所（ＪＡＳＤＡＱ市場）におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成22年１月１日から平成22年３月31日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成21年10月１日から平成22年３月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成23年１月１日から平成23年３月31日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成22年10月１日から

平成23年３月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成22年１月１日から平

成22年３月31日）及び前第２四半期連結累計期間（平成21年10月１日から平成22年３月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間（平成23年１月１日から平成23年３月31日まで）及び当第２四半期連

結累計期間（平成22年10月１日から平成23年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監

査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年３月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,261,747 1,140,257

受取手形及び売掛金 3,801,486 3,340,243

商品及び製品 51,416 48,576

仕掛品 36,722 14,704

原材料及び貯蔵品 102,264 116,040

その他 245,892 299,891

貸倒引当金 △93,167 △82,216

流動資産合計 5,406,363 4,877,497

固定資産

有形固定資産

貸与資産（純額） ※
 246,979

※
 230,867

土地 4,598,453 4,598,453

その他（純額） ※
 1,161,452

※
 1,202,578

有形固定資産合計 6,006,885 6,031,899

無形固定資産 13,410 12,334

投資その他の資産

その他 877,930 874,357

貸倒引当金 △283,903 △270,347

投資その他の資産合計 594,026 604,010

固定資産合計 6,614,323 6,648,243

資産合計 12,020,686 11,525,741

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,564,877 2,223,820

1年内返済予定の長期借入金 135,400 135,400

1年内償還予定の社債 585,400 933,400

未払法人税等 90,059 39,312

賞与引当金 186,578 180,028

役員賞与引当金 1,240 －

災害損失引当金 15,329 －

その他 311,790 336,355

流動負債合計 3,890,675 3,848,317

固定負債

社債 1,331,200 849,900

長期借入金 546,200 613,900

役員退職慰労引当金 25,910 39,460

資産除去債務 56,110 －

その他 117,839 129,259

固定負債合計 2,077,259 1,632,519

負債合計 5,967,935 5,480,836
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年３月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,167,551 1,167,551

資本剰余金 1,222,338 1,222,338

利益剰余金 3,639,398 3,636,197

自己株式 △20 △20

株主資本合計 6,029,267 6,026,067

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 4,447 △1,554

評価・換算差額等合計 4,447 △1,554

少数株主持分 19,035 20,392

純資産合計 6,052,751 6,044,904

負債純資産合計 12,020,686 11,525,741

EDINET提出書類

サコス株式会社(E04888)

四半期報告書

13/25



（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成22年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成23年３月31日)

売上高 6,151,279 6,106,730

売上原価 3,764,271 3,769,439

売上総利益 2,387,007 2,337,291

販売費及び一般管理費

給料及び賞与 801,122 779,592

賞与引当金繰入額 188,717 184,472

役員賞与引当金繰入額 2,130 1,240

退職給付費用 23,005 22,589

役員退職慰労引当金繰入額 9,140 3,670

貸倒引当金繰入額 9,794 28,141

その他 1,165,431 1,140,741

販売費及び一般管理費合計 2,199,341 2,160,447

営業利益 187,666 176,843

営業外収益

受取利息 370 293

受取賃貸料 12,924 12,124

補助金収入 4,300 －

その他 13,990 11,454

営業外収益合計 31,585 23,871

営業外費用

支払利息 21,092 20,708

社債発行費 － 10,564

受取賃貸料対応原価 7,393 6,903

その他 5,011 5,126

営業外費用合計 33,497 43,302

経常利益 185,754 157,412

特別利益

投資有価証券売却益 40 －

特別利益合計 40 －

特別損失

固定資産除売却損 320 2,928

減損損失 － ※1
 21,171

災害による損失 － ※2
 30,000

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 13,641

特別損失合計 320 67,742

税金等調整前四半期純利益 185,473 89,670

法人税、住民税及び事業税 13,604 80,076

法人税等調整額 △16,534 △18,570

法人税等合計 △2,929 61,506

少数株主損益調整前四半期純利益 － 28,163

少数株主損失（△） △718 △1,356

四半期純利益 189,122 29,520

EDINET提出書類

サコス株式会社(E04888)

四半期報告書

14/25



【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成23年１月１日
　至　平成23年３月31日)

売上高 3,049,923 3,101,481

売上原価 1,804,245 1,865,284

売上総利益 1,245,678 1,236,197

販売費及び一般管理費

給料及び賞与 405,056 388,327

賞与引当金繰入額 99,258 96,651

役員賞与引当金繰入額 2,130 1,240

退職給付費用 11,479 11,262

役員退職慰労引当金繰入額 7,630 1,660

貸倒引当金繰入額 1,682 7,744

その他 573,504 555,905

販売費及び一般管理費合計 1,100,742 1,062,791

営業利益 144,936 173,405

営業外収益

受取利息 182 152

受取賃貸料 6,464 5,973

補助金収入 4,200 －

その他 7,625 6,022

営業外収益合計 18,472 12,148

営業外費用

支払利息 10,635 10,228

社債発行費 － 10,564

受取賃貸料対応原価 3,696 3,412

その他 3,061 2,157

営業外費用合計 17,393 26,363

経常利益 146,015 159,190

特別利益

投資有価証券売却益 40 －

特別利益合計 40 －

特別損失

固定資産除売却損 － 2,113

減損損失 － ※1
 21,171

災害による損失 － ※2
 30,000

特別損失合計 － 53,284

税金等調整前四半期純利益 146,055 105,905

法人税、住民税及び事業税 6,811 73,804

法人税等調整額 △48,069 △80,102

法人税等合計 △41,258 △6,297

少数株主損益調整前四半期純利益 － 112,203

少数株主利益又は少数株主損失（△） △368 1,089

四半期純利益 187,682 111,114
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成22年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成23年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 185,473 89,670

減価償却費 169,267 133,888

減損損失 － 21,171

災害損失 － 30,000

貸倒引当金の増減額（△は減少） △22,206 24,506

賞与引当金の増減額（△は減少） 15,742 6,549

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 2,130 1,240

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 9,140 △13,550

受取利息及び受取配当金 △370 △293

支払利息 21,092 20,708

投資有価証券売却損益（△は益） △40 －

固定資産除売却損益（△は益） 320 2,928

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 13,641

賃貸資産の取得による支出 △117,360 △102,683

売上債権の増減額（△は増加） △433,364 △461,242

たな卸資産の増減額（△は増加） 51,327 △11,082

仕入債務の増減額（△は減少） 267,320 341,056

その他 84,155 66,082

小計 232,628 162,592

利息及び配当金の受取額 370 293

利息の支払額 △20,993 △20,625

法人税等の支払額 △21,697 △30,094

営業活動によるキャッシュ・フロー 190,308 112,166

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △90,711 △5,319

無形固定資産の取得による支出 － △3,012

投資有価証券の売却による収入 114 －

営業譲受による支出 △65,757 －

長期貸付金の回収による収入 4,980 5,040

その他 2,533 1,619

投資活動によるキャッシュ・フロー △148,840 △1,671
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成22年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成23年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 300,000 －

長期借入金の返済による支出 － △67,700

社債の発行による収入 98,940 789,435

社債の償還による支出 △310,000 △666,700

配当金の支払額 － △26,319

リース債務の返済による支出 △10,010 △16,020

割賦債務の返済による支出 △1,605 △1,701

財務活動によるキャッシュ・フロー 77,324 10,994

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 118,791 121,489

現金及び現金同等物の期首残高 1,078,725 1,140,257

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,197,517

※
 1,261,747
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成23年３月31日）

１．会計処理基準に関する事項の変更 　資産除去債務に関する会計基準の適用

　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企

業会計基準第18号 平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を

適用しております。

　これにより、営業利益及び経常利益はそれぞれ1,375千円減少し、税金等

調整前四半期純利益は15,017千円減少しております。

なお、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は55,617千

円であります。

【表示方法の変更】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成23年３月31日）

　（四半期連結損益計算書関係）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく財務諸表等規則等の一部

を改正する内閣府令（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用に伴い、当第２四半期連結累計期間では、「少数株

主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

前第２四半期連結累計期間まで区分掲記しておりました「補助金収入」（当第２四半期連結累計期間は400千円）

は、営業外収益の100分の20以下となったため、営業外収益の「その他」に含めて表示することに致しました。

前第２四半期連結累計期間まで営業外費用の「その他」に含めて表示しておりました「社債発行費」につきまし

ては、営業外費用の総額の100分の20を超えたため区分掲記しております。

なお、前第２四半期連結累計期間の営業外費用の「その他」に含まれる「社債発行費」は、1,059千円であります。　

当第２四半期連結会計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年３月31日）

　（四半期連結損益計算書関係）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく財務諸表等規則等の一部

を改正する内閣府令（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用に伴い、当第２四半期連結会計期間では、「少数株

主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

前第２四半期連結会計期間まで区分掲記しておりました「補助金収入」（当第２四半期連結会計期間は300千円）

は、営業外収益の100分の20以下となったため、営業外収益の「その他」に含めて表示することに致しました。

前第２四半期連結会計期間まで営業外費用の「その他」に含めて表示しておりました「社債発行費」につきまし

ては、営業外費用の総額の100分の20を超えたため区分掲記しております。

なお、前第２四半期連結会計期間の営業外費用の「その他」に含まれる「社債発行費」は、1,059千円であります。　
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成23年３月31日）

前連結会計年度末
（平成22年９月30日）

※　有形固定資産の減価償却累計額 2,242,809千円　 ※　有形固定資産の減価償却累計額 2,165,299千円　

（四半期連結損益計算書関係）

第２四半期連結累計期間

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成22年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成23年３月31日）

────── ※１　減損損失

当社及び連結子会社は、当第２四半期連結累計期間にお

いて、以下の資産グループについて減損損失を認識してお

ります。　

(1）減損損失を認識した主な資産

場所 用途 種類 減損損失

埼玉県深谷市 遊休資産 建物及び構築物 21,171千円

(2）減損損失に至った経緯

当該資産につきましては、当第２四半期連結累計期間

に閉鎖が決定した営業所が保有する資産であり、当社及

び連結子会社において今後使用する見込みがない資産に

ついて、帳簿価額の全額を減損損失として計上しており

ます。

(3）資産のグルーピングの方法

当社及び連結子会社は、事業用資産につきましては、管

理会計上の区分を考慮して営業拠点単位にて資産グルー

プを決定しており、遊休資産につきましては、個別資産ご

とにグルーピングを行っております。

────── ※２　災害による損失

当社及び連結子会社は、当第２四半期連結累計期間にお

いて、東日本大震災に伴い発生した災害損失を認識してお

ります。

なお、その主な内容は以下のとおりであります。

固定資産除却損 14,670千円　

原状回復費用見積額等 15,329千円　

計 30,000千円　　
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第２四半期連結会計期間　

前第２四半期連結会計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年３月31日）

────── ※１　減損損失

当社及び連結子会社は、当第２四半期連結会計期間にお

いて、以下の資産グループについて減損損失を認識してお

ります。

(1）減損損失を認識した主な資産

場所 用途 種類 減損損失

埼玉県深谷市 遊休資産 建物及び構築物 21,171千円

(2）減損損失に至った経緯

当該資産につきましては、当第２四半期連結会計期間

に閉鎖が決定した営業所が保有する資産であり、当社及

び連結子会社において今後使用する見込みがない資産に

ついて、帳簿価額の全額を減損損失として計上しており

ます。

(3）資産のグルーピングの方法

当社及び連結子会社は、事業用資産につきましては、管

理会計上の区分を考慮して営業拠点単位にて資産グルー

プを決定しており、遊休資産につきましては、個別資産ご

とにグルーピングを行っております。

────── ※２　災害による損失

当社及び連結子会社は、当第２四半期連結会計期間にお

いて、東日本大震災に伴い発生した災害損失を認識してお

ります。

なお、その主な内容は以下のとおりであります。

固定資産除却損 14,670千円　

原状回復費用見積額等 15,329千円　

計 30,000千円　　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成22年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成23年３月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 1,197,517千円　

現金及び現金同等物 1,197,517千円　　

現金及び預金勘定 1,261,747千円　

現金及び現金同等物 1,261,747千円　　
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（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成23年３月31日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成22年10月１日　至　

平成23年３月31日）

１　発行済株式の種類及び総数

普通株式　 87,733,362株　

２　自己株式の種類及び株式数

普通株式　 122株　

３　配当に関する事項　

　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（百万円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成22年12月22日

定時株主総会
普通株式 26,319 0.3 平成22年９月30日 平成22年12月24日利益剰余金

（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自　平成22年１月１日　至　平成22年３月31日）及び前第２四半期連結累計期間

（自 平成21年10月１日 至 平成22年３月31日）

　当社及び連結子会社は、同一セグメントに属する建設機械・機器のレンタルに関する事業を展開しており、当該

事業以外に事業の種類がないため該当事項はありません。　　

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自　平成22年１月１日　至　平成22年３月31日）及び前第２四半期連結累計期間

（自 平成21年10月１日 至 平成22年３月31日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。　

【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間（自　平成22年１月１日　至　平成22年３月31日）及び前第２四半期連結累計期間

（自 平成21年10月１日 至 平成22年３月31日）

　海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。

【セグメント情報】

当社及び連結子会社が関連する市場並びに事業形態が同一であることから、報告セグメントが単一セグメント

となりますので、報告セグメントごとの売上及び利益等の各情報につきましては、記載を省略しております。

（追加情報）

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成

21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20

号　平成20年３月21日）を適用しております。
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（１株当たり情報）

１　１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成23年３月31日）

前連結会計年度末
（平成22年９月30日）

１株当たり純資産額 68.77円 １株当たり純資産額 68.67円

２　１株当たり四半期純利益金額

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成22年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成23年３月31日）

１株当たり四半期純利益金額 2.16円 １株当たり四半期純利益金額 0.34円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成22年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成23年３月31日）

四半期純利益（千円） 189,122 29,520

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 189,122 29,520

期中平均株式数（千株） 87,733 87,733

前第２四半期連結会計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年３月31日）

１株当たり四半期純利益金額 2.14円 １株当たり四半期純利益金額 1.27円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年３月31日）

四半期純利益（千円） 187,682 111,114

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 187,682 111,114

期中平均株式数（千株） 87,733 87,733

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年５月14日

サコス株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 林　　由佳　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 梅原　　隆　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているサコス株式会社の平

成21年10月１日から平成22年９月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成22年１月１日から平成22年３

月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年10月１日から平成22年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、サコス株式会社及び連結子会社の平成22年３月31日現在の財政状態、同日

をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年５月13日

サコス株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 林　　由佳　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 梅原　　隆　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているサコス株式会社の平

成22年10月１日から平成23年９月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成23年１月１日から平成23年３

月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成22年10月１日から平成23年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、サコス株式会社及び連結子会社の平成23年３月31日現在の財政状態、同日

をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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